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１．はじめに  

 阪神三宮駅改良工事では，東側改札部の中床についてその大部分をハーフプレキャスト（以下，HPCa と略す）中

床版とした（図-1）．HPCa 中床版は下面を工場製作によるプレキャスト版とし，上面を現場打ち RC とする複合部材

である．プレキャスト版を現場に設置した後，それ自身の剛性によって施工に伴う荷重を支持できるため，支保工

が不要になるなど，床版直下の営業線に対する施工時安全性を高めることができる．一方，HPCa 部材はラーメン高

架橋スラブへの適用事例 1)はあるが，地中構造物の中床版への適用事例はなく，特に地震時における力学特性は明

確ではない．そこで，実大試験体による載荷試験などによってその性能を評価し，本工事への適用性を確認した． 

２．ハーフプレキャスト中床板の構造概要 

図-2 に HPCa 中床版の断面図を示す．HPCa 中床版は厚

さ 415mm を標準とし，そのうち下部 165mm を工場製作に

よるプレキャスト版としている．プレキャスト版は長さ

L=3970～5460mm，幅 B=995mm で，設計基準強度 50(N/mm2)

のコンクリート部，現場打ちコンクリートとの一体性お

よびプレキャスト版の剛性を確保するための鉄筋や，隣

接 HPCa 中床版との一体性を確保するための鉄筋などに

よって構成される．プレキャスト版には中床版の下側主

鉄筋，下側配力筋およびせん断補強筋が埋め込まれ，施

工位置への設置後に上側主鉄筋および上側配力筋を設

置し，現場打ちコンクリートを打設する．図-3 に接合部

イメージを示す．HPCa 中床版は場所打ちの側壁および受

台に接合され，主鉄筋および帯鉄筋によって一体化を図

る構造としている．しかしながら接合部が構造上の弱点

となる可能性が指摘されたため，接合部の地震時曲げモ

ーメントが降伏以内（損傷レベル１）になるよう設計し，

さらに実大試験体による正負交番載荷試験によって，設

計上想定している性能が確保されることを確認した． 

なお，打継面を HPCa 試験体と同様に設けて中床版の全

てを場所打ちコンクリート製とした RC試験体と HPCa 試

験体とを比較して，HPCa 構造の適用性を判断した． 

３．実証試験の方法 

 図-4 に HPCa 中床版の実大試験体を示す．試験体は側

壁，受台，中床版によって構成され，実施工を考慮して，

側壁およぶ受台を製作した後，別途工場製作したプレキ

  HPCa 中床版 

図-1 HPCa 中床版の設置位置 
 

図-2 HPCa 中床版の断面図 
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ャスト版を設置し，上側鉄筋の配置および場所打ち部のコンク

リート打設を実施した．試験体の幅は実施工で用いるプレキャ

スト版の１ユニット相当（幅 1000mm，図-2 の破線範囲）とし，

高さ（せん断スパン）は実際中床版長さの 1/2 程度を想定し

2090mm とした．配筋はすべて実物と同じとし，プレキャスト版

に埋め込まれた下側主鉄筋は，側壁からの鉄筋に重ね継手によ

って接合し，プレキャスト版設置後に配置する上側主鉄筋は，

側壁からの鉄筋に機械式継手によって接合した．プレキャスト

版に埋め込まれたせん断補強筋は機械式定着版を有する U 型形

状とし，上側配力筋と合わせて上側主鉄筋を囲む構造とした． 

載荷は図-4に示す受台天端から 2090mm の位置で，水平ジャッキ

によって正負交番載荷を実施した．載荷は正負それぞれで引張

鉄筋が降伏する変位をδyとし，δyの整数倍の載荷ステップで

各ステップ 3 回の繰返し載荷を実施した．なお，実構造物の設

計において中床版の軸力が小さく，その影響が小さいと考えら

れたため，試験では軸力を考慮しないこととした． 

４．試験結果 

 両試験体ともに破壊性状は曲げ破壊で，図-6 に示す荷重変位

関係が得られた．正の荷重では中床版の上面側（HPCa の場所打

ち側）が引張となり，負の荷重では中床版の下面側（プレキャ

スト版側）が引張となる．両試験体ともに引張鉄筋の降伏後に

大きな荷重低下がなく，変形性能を有していることがわかる．

降伏荷重 Py は下記のとおりであり，HPCa が RC と同等以上の性

能を有することが確認された． 

Py（正側）=69.9kN（RC の 1.08 倍） 

Py（負側）=-155.7kN（RC の 1.02 倍） 

ただし，負側の載荷において HPCa が RC の 1.74 倍の降伏剛

性を示した．そのため応答解析を実施し，剛性が 2倍になっ

た場合でも地震時の安全性が確保されること（発生モーメン

トが降伏モーメントを超えないこと）を確認した．写真-1 は

試験後の損傷状況を示しており，HPCa 試験体では中床版の上

面に損傷が集中する結果となった． 

５．まとめ 

実大試験体による実証試験によって，以下を確認できた． 

①HPCa 中床版の降伏までの耐力は必要な性能を確保してお

り，損傷レベル１の設計に対して地震時安全性を確保できる．

②ある程度の変形性能を有するので，設計条件を超える地震

動によって損傷レベル２に達したとしても，ただちに崩壊す

ることはない．③設計条件を超える地震動が生じても、下面

をプレキャスト化した HPCa 床版は上面に損傷が集中するの

で、営業線へコンクリート片が落下する可能性は少ない． 
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写真-1 試験後の損傷状況 
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図-6 荷重～変位関係 

 
図-4 試験体側面図 

 

図-5 試験体断面図（中床版部） 
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